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９
１
４
万
５
０
０
０
円
、
市
債
の
う
ち
複
合

施
設
整
備
事

業
債
５
４
３

０
万
円
な
ど

が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

各
業
務
の
た
め
、
歳
入
歳
出
と
も
２
億
３
７

４
７
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
１
６
２
億
４
７
１
８
万
円
と
す
る
補
正

予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
議
案
審
議

議
決
さ
れ
た
議
案
等
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

会
期
16
日
間

６
月
１
日
～
６
月
16
日

市
長
提
出
の
議
案
13
件
及
び
報
告

２
件
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
会
議
に
諮
ら
れ
た
議

案
等
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
３
頁
に
記

載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
案
等
の
一
覧
は
、
黒
石
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
御
覧
に
な

れ
ま
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
と
も
１
億
９
１
７
万
６
０
０
０

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
１
６
０
億
９

７
０
万
７
０
０
０
円
と
す
る
補
正
予
算
案

が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
旧
追
子
野

木
小
学
校
を
公
民
館
や
り
ん
ご
ク
ラ
ブ
と

い
っ
た
集
会
施
設
等
と
し
て
利
用
す
る
た
め

の
改
修
工
事
費
４
９
８
８
万
５
０
０
０
円

や
、
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
の
中
央
監
視
装
置

等
改
修
工
事
設
計
業
務
委
託
料
と
し
て
の
２

１
４
万
８
０
０
０
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
旧
追
子
野
木
小
学
校
の
校
舎

の
一
部
を
農
林
水
産
省
へ
有
償
貸
付
け
す
る

た
め
、
行
政
財
産
使
用
料
と
し
て
５
０
５
万

２
０
０
０
円
、
国
庫
支
出
金
の
う
ち
、
黒
石

環
状
線
の
街
路
事
業
費
の
補
助
金
と
し
て
１

令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
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歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
と
し
て

２
３
３
０
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
医
師
等
へ
の
事
業

報
償
２
３
６
１
万
６
０
０
０
円
、
コ
ロ
ナ
禍

収
束
後
を
見
据
え
た
黒
石
市
の
Ｐ
Ｒ
番
組
を

作
成
す
る
た
め
の
観
光
魅
力
発
信
制
作
等
委

託
料
１
２
２
２
万
９
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
と
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
確
保
事
業
費
負
担
金
２
１
９
６
万
円
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
１
億
６
２
５
５
万
３
０
０
０
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

令和３年第２回黒石市議会定例会審議議案一覧

番 号 件 名 結 果

報告第１５号 令和２年度黒石市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報 告

報告第１６号 令和２年度黒石市一般会計継続費繰越計算書について 報 告

議案第６５号 黒石市立学校施設整備基金条例制定について 原案可決

議案第６６号 黒石市承認地域経済牽引事業のために設置される施設に係る固定資産税の特別措
置に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第６７号 黒石市介護保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第６８号 黒石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第６９号 黒石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第７０号 黒石市企業立地促進条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第７１号 黒石市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第７２号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町村
総合事務組合規約の変更について 原案可決

議案第７３号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市
町村職員退職手当組合規約の変更について 原案可決

議案第７４号 令和３年度黒石市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第７５号 令和３年度黒石市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

※上記の議案について、報告及び原案のとおり可決となりました。
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⬘

県
に
よ
る
市
町
村
ご
と
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
公
表
に
つ

い
て
当
市
の
見
解
は
ど
う
か

⬙

感
染
者
数
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
地

域
に
お
け
る
感
染
症
患
者
の
発
生
状
況

を
住
民
に
周
知
し
、
注
意
を
喚
起
す
る

た
め
に
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
よ
り
感
染
者
個
人
の
特
定

に
至
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
表
の

仕
方
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

黒石市民倶楽部
三上 廣大 議員

一問一答方式

一般質問
基本 15.39pt
14.75pt

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
１
議
員
に

つ
き
２
項
目
程
度
の
質
問
及
び
答
弁

の
要
旨
を
質
問
議
員
が
自
ら
作
成

し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
内
容
等
で

御
不
明
な
点
は
、
議
員
に
直
接
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
黒
石
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 ７

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
①
感
染
者
の
日
別
の
人

数
と
累
計
数
を
市
町
村
別
に
公
表
せ

よ
②
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
の
職
員
、

教
職
員
等
へ
一
定
基
準
を
設
け
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
定
期
的
に
行
う
べ
き
③

生
理
用
品
を
小
中
学
校
へ
無
償
配

付
、
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ
の
設
置
、

市
に
窓
口
を
設
け
、
引
換
券
交
付
で

無
償
提
供
を
す
べ
き

⬙

①
個
人
の
特
定
に
十
分
配
慮
が
必
要

で
あ
り
、
公
表
の
仕
方
に
つ
い
て
は
県

が
慎
重
に
判
断
し
ま
す
。
②
濃
厚
接
触

者
よ
り
も
広
い
範
囲
で
対
象
者
を
捉
え

検
査
体
制
を
拡
充
し
て
お
り
、
市
独
自

の
定
期
的
な
検
査
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
③
小
中
学
校
で
は
生
理
用
品
を
無

償
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
へ
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、
経

済
的
支
援
が
必
要
な
人
の
支
援
策
と
し

て
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
県
道
畑
中
竹
鼻
線
の
事
業
計
画

・
児
童
館
と
り
ん
ご
ク
ラ
ブ
の
方
向
性

日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式
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⬘

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
投
票
に
つ
い
て

⬙

マ
ス
ク
や
手
袋
の
着
用
、
手
指
の
消

毒
、
ま
た
入
場
制
限
を
か
け
た
り
し
な

が
ら
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
所

は
産
業
会
館
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

山
形
公
民
館
、
黒
石
高
等
学
校
、
黒
石

商
業
高
等
学
校
で
も
行
い
ま
す
。

⬘

中
学
校
ま
で
の
完
全
給
食
に
つ
い
て

⬙

市
の
財
政
負
担
を
踏
ま
え
、
実
施
時

期
等
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ね
ぷ
た
祭
り

へ
の
支
援
に
つ
い
て

⬙

運
行
団
体
の
現
状
を
把
握
し
、
今
後

支
援
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
予
防

対
策
に
つ
い
て

・
成
人
式
に
つ
い
て

⬘

中
野
も
み
じ
山
の
観
光
振
興
施
策

に
つ
い
て

⬙

中
野
も
み
じ
山
整
備
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
優
先
度
の
高
い
整
備
事
業
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
遊
歩

道
の
一
部
整
備
に
着
手
で
き
、
観
楓
台

に
至
る
階
段
の
改
善
や
、
転
落
防
護
柵

の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

⬘

国
指
定
大
川
原
棚
田
地
域
の
防
災

と
景
観
保
全
の
対
策
に
つ
い
て

⬙

棚
田
の
周
囲
に
整
備
さ
れ
た
人
工
杉

林
、
25
か
所
の
砂
防
堰
堤
や
、
棚
田
の

地
形
そ
の
も
の
が
地
域
の
防
災
対
策
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。
景
観
保
全
の
対
策

と
し
て
は
、
棚
田
の
荒
廃
の
原
因
と
な

る
耕
作
放
棄
地
を
未
然
に
防
止
ま
た
は

保
全
管
理
に
努
め
、
平
成
28
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
牡
丹
そ
ば
の
栽
培
面

積
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、
棚
田
の
美

し
い
景
観
の
形
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

黒石自民クラブ
大平 陽子 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
黒石ナナ子 議員

一括方式

⬘

国
指
定
大
川
原
棚
田
地
域
の
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

⬙

青
森
県
に
お
い
て
初
め
て
棚
田
地
域

に
指
定
さ
れ
、
棚
田
加
算
分
と
し
て
交

付
金
約
２
３
０
万
円
が
増
額
交
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
大
学
関
係
者
、
観
光
事

業
者
、
販
売
業
者
な
ど
農
業
以
外
の
分

野
の
方
々
と
連
携
し
た
活
動
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

⬘

国
指
定
大
川
原
棚
田
地
域
の
将
来

の
展
望
に
つ
い
て

⬙

棚
田
米
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド

化
、
特
産
物
で
あ
る
牡
丹
そ
ば
の
栽
培

面
積
を
拡
大
し
棚
田
の
保
全
を
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る

大
川
原
の
火
流
し
な
ど
の
活
動
と
併
せ

て
、
棚
田
の
景
観
が
将
来
へ
受
け
継
が

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 黒石自民クラブ

今 大介 議員

一括方式
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⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
状
況
や
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

⬙

医
療
従
事
者
へ
の
接
種
は
お
お
む
ね

完
了
し
て
お
り
、
高
齢
者
へ
の
接
種
に

つ
い
て
は
７
月
で
完
了
す
る
予
定
で

す
。
予
約
体
制
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
も
対

応
さ
せ
て
、
政
府
の
掲
げ
る
目
標
ま
で

に
全
体
の
接
種
を
完
了
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

医
療
従
事
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

⬙

こ
れ
ま
で
は
マ
ス
ク
等
の
物
資
配
付

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
好
事
例
を
参

考
に
医
療
従
事
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
等
へ
の
、
生

理
用
品
の
無
償
設
置
に
つ
い
て

⬙

生
理
用
品
の
無
償
設
置
に
つ
い
て

は
、
経
済
的
支
援
が
必
要
な
人
の
支
援

策
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

新自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

⬘

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
へ
の
支

援
策
と
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
対
策
は

⬙

商
工
面
で
は
、
事
業
者
支
援
の
た

め
、
く
ろ
い
し
飲
食
券
や
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
事
業
を
行
い
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
感
染
状
況
を
見
な
が

ら
行
い
ま
す
。
観
光
面
で
は
、
国
内
誘

客
に
向
け
た
広
告
戦
略
等
を
実
施
し
、

魅
力
発
信
を
図
り
ま
す
。

⬘

市
営
住
宅
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

⬙

市
営
住
宅
は
境
松
団
地
と
道
北
町
団

地
を
廃
止
し
４
団
地
と
な
り
ま
し
た
。

入
居
率
は
88
・
２
％
で
す
。
市
営
住
宅

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
・
学
校
行
事
や
修
学
旅
行
に
つ
い
て

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

◎
演
壇
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た

黒
石
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
議
場

入
場
の
際
に
手
指
消
毒
を
徹
底
す
る
、
一
般

質
問
の
際
の
質
問
時
間
を
減
ら
す
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
８
月
４
日
、

議
長
席
と
演
壇
に
新
た
な
予
防
対
策
と
し
て

ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

黒
石
市
議
会
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

議場に設置されたアクリル板を確認する大溝雅昭議会
だより編集特別委員長
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民
生
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
令
和
３
年
７

月
13
日
、
東
児
童
セ
ン
タ
ー
と
北
地
区
児
童

セ
ン
タ
ー
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

両
施
設
内
の
り
ん
ご
ク
ラ
ブ
室
に
は
令
和

２
年
度
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
、
３
年
度

か
ら
は
利
用
時
間
の
延
長
対
応
が
実
施
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
東
児
童
セ
ン
タ
ー
内
に
り
ん

ご
ク
ラ
ブ
が
１
ク
ラ
ブ
増
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
地
区
り
ん
ご
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
等
か
ら

は
「
利
用
児
童
数
に
対
し
て
か
な
り
狭
い
」、

「
駐
車
場
を
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

当
委
員
会
で

は
、
様
々
な
意

見
を
踏
ま
え
、

利
用
す
る
児
童

の
安
全
を
第
一

に
考
え
な
が
ら

今
後
の
活
動
を

進
め
て
い
き
ま

す
。 民

生
福
祉
常
任
委
員
会
活
動
報
告

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

各
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
）

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
の
任

期
は
令
和
５
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

◇
常
任
委
員
会
◇

◎…委員長 ○…副委員長

総
務
教
育
常
任
委
員
会

◎
工
藤

俊
広

○
三
上

廣
大

大
平

陽
子

北
山

一
衛

工
藤

禎
子

村
上

隆
昭

経
済
建
設
常
任
委
員
会

◎
工
藤

和
行

〇
黒
石
ナ
ナ
子

大
久
保
朝
泰

後
藤

秀
憲

村
上

啓
二

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

◎
工
藤

和
子

〇
今

大
介

大
溝

雅
昭

佐
々
木

隆

中
田

博
文

◇
議
会
運
営
委
員
会
◇

◎
工
藤

和
子

○
三
上

廣
大

工
藤

和
行

工
藤

俊
広

北
山

一
衛

後
藤

秀
憲

◇
特
別
委
員
会
◇

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

◎
工
藤

俊
広

〇
三
上

廣
大

大
平

陽
子

今

大
介

工
藤

禎
子

中
田

博
文

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

◎
大
溝

雅
昭

〇
大
平

陽
子

今

大
介

黒
石
ナ
ナ
子

後
藤

秀
憲

工
藤

禎
子

東児童センター視察の様子
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発
行
　
黒
石
市
議
会

編
集
　
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w
w
.city.kuroishi.aom

ori.jp/shisei/gikai/index.htm
l

Ｅ
メ
ー
ル

 kuro-gikai@
city.kuroishi.aom

ori.jp

住
所
　
黒
石
市
市
ノ
町
11
の
1

電
話
　
0172－

52－
2111

㈹
F
A
X　
0172－

52－
6191

令
和
３
年
９
月
１
日
　
第
34号

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委 員 長　 大溝　雅昭

副委員長　 大平　陽子

委　　員　 今　　大介

　 〃 　　 黒石ナナ子

　 〃 　　 後藤　秀憲

　 〃 　　 工藤　禎子

　10年にわたり市議会議員として務
め、地方自治に貢献したとして、５月26
日に全国市議会議長会から工藤和行
議員に表彰状が贈られ、6月1日の第2
回定例会開会日に佐々木隆議長から
伝達されました。

全国市議会議長会表彰 青森県市議会議長会感謝状

　私が初代の委員長として議会だよりを創刊して今

回で34号となりました。他市の議会だよりも研究し

ながら、より見やすい紙面を目指しています。本会議

のインターネット中継の配信も始まりましたので、ぜ

ひ御覧ください。　　　　　　　　　（大溝　雅昭）

　黒石市議会では、令和２年第４回定例会から本会議のライ
ブ中継をインターネット動画配信サービス（YouTube）で行っ
ています。
　また、今までに行われたライブ中継についても、編集作業
が終わり次第配信をしていますので後から視聴することも可
能です。なお、配信期間は１年間となっています。
　詳細については、黒石市議会ホームページに掲載していま
すのでぜひ御覧ください。

議会のインターネット中継を配信しています

黒石市議会
YouTube ホームページ

表彰を受けた工藤和行議員

　令和元年5月23日から令和3年4月
28日まで市議会議長を務めた工藤和
子議員に対し5月12日に青森県市議会
議長会から感謝状が贈られ、6月1日の
第2回定例会開会日に佐々木隆議長か
ら伝達されました。

感謝状を受けた工藤和子議員


